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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第１区分
【発行日】平成26年4月17日(2014.4.17)

【公表番号】特表2011-518756(P2011-518756A)
【公表日】平成23年6月30日(2011.6.30)
【年通号数】公開・登録公報2011-026
【出願番号】特願2011-506686(P2011-506686)
【国際特許分類】
   Ｃ０１Ｂ  33/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   9/44     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  47/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  45/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０１Ｂ  33/12    　　　Ｂ
   Ａ６１Ｋ   9/44    　　　　
   Ａ６１Ｋ  47/04    　　　　
   Ａ６１Ｋ  45/00    　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成26年2月25日(2014.2.25)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　４～３０ｎｍの範囲の均一なポアサイズを有する、２９Ｓｉ ＭＡＳ ＮＭＲを用いて得
られたＱ４シリカに対するＱ３シリカの比が０．６５未満である、２Ｄ－六方晶系の秩序
化したメソポーラスシリカ材料の製造方法であり、
　アルカリシリケート水溶液を含む水溶液を作製する工程と、
　ポリ（アルキレンオキシド）トリブロック共重合体と、酸および塩基成分を含有する、
ｐＨが５～７の範囲であるバッファーとを含む水溶液を作製する工程と、
　上記アルカリシリケート水溶液を上記水溶液に加え、ｐＨを５～７の範囲として、成分
間の反応を１０～１００℃の温度範囲で起こさせる工程と、
　濾過する工程と、
　乾燥する工程と、
　反応生成物を焼成して、均一なポアサイズを有する、２Ｄ－六方晶系の秩序化したメソ
ポーラスシリカ材料を生成させる工程と、
を含む製造方法。
【請求項２】
　上記メソポーラスシリカ材料は、相互成長した粒子のネットワークからなる、請求項１
に記載の製造方法。
【請求項３】
　上記バッファーは、クエン酸ナトリウム／クエン酸バッファー、またはＮａ２ＨＰＯ４

／ＮａＨ２ＰＯ４バッファーである、請求項１または２に記載の製造方法。
【請求項４】
　上記クエン酸ナトリウム／クエン酸バッファーは、クエン酸ナトリウム：クエン酸の重
量比が、０．１０：１～３．３：１の範囲内である、請求項３に記載の製造方法。
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【請求項５】
　上記製造方法を、ｐＨが５～６．５の範囲で行なう、請求項１～４の何れか１項に記載
の製造方法。
【請求項６】
　上記ポリ（アルキレンオキシド）トリブロック共重合体は、アルキレンオキシド部位が
プロピレンオキシド部位であり、各ブロックにおけるエチレンオキシド部位の数が５以上
および中心ブロックにおけるアルキレンオキシド部位の数が３０以上であるポリ（エチレ
ンオキシド）－ポリ（アルキレンオキシド）－ポリ（エチレンオキシド）トリブロック共
重合体である、請求項１～５の何れか１項に記載の製造方法。
【請求項７】
　上記ポリ（アルキレンオキシド）トリブロック共重合体が、ＨＯ（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）２

０（ＣＨ２ＣＨ（ＣＨ３）Ｏ）７０（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）２０Ｈである、請求項１～６の何
れか１項に記載の製造方法。
【請求項８】
　秩序化した上記メソポーラスシリカ材料は、ポアサイズが４～１２ｎｍである、請求項
１～７の何れか１項に記載の製造方法。
【請求項９】
　請求項１～８の何れか１項に記載の方法によって得ることができる、４～３０ｎｍの範
囲の均一なポアサイズを有する、２９Ｓｉ ＭＡＳ ＮＭＲを用いて得られたＱ４シリカに
対するＱ３シリカの比が０．６５未満である、秩序化したメソポーラスシリカ材料。
【請求項１０】
　４～３０ｎｍの範囲の均一なポアサイズを有し、
　２９Ｓｉ ＭＡＳ ＮＭＲを用いて得られたＱ４シリカに対するＱ３シリカの比が０．６
５未満である、２Ｄ－六方晶系の秩序化したメソポーラスシリカ材料。
【請求項１１】
　４～１２ｎｍの範囲の均一なポアサイズを有する、請求項１０に記載の秩序化したメソ
ポーラスシリカ材料。
【請求項１２】
　相互成長した粒子のネットワークからなる、請求項１０または１１に記載の秩序化した
メソポーラスシリカ材料。
【請求項１３】
　請求項１０～１２の何れか１項に記載の、２Ｄ－六方晶系の秩序化したメソポーラスシ
リカ材料と、生理活性種とを含む、薬品組成物。
【請求項１４】
　上記生理活性種が、ＢＣＳクラスＩＩ薬物またはＢＣＳクラスＩＶ薬物である、請求項
１３に記載の薬品組成物。
 
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５７】
　上記ポリ（アルキレンオキシド）トリブロック共重合体は、好ましくは、アルキレンオ
キシド部位の炭素原子数が少なくとも３である（例えば、プロピレンオキシドもしくはブ
チレンオキシド部位）、ポリ（エチレンオキシド）－ポリ（アルキレンオキシド）－ポリ
（エチレンオキシド）トリブロック共重合体であり、より好ましくは、各ブロックにおけ
るエチレンオキシド部位の数が５以上および／または中心ブロックにおけるアルキレンオ
キシド部位の数が３０以上である、上記のトリブロック共重合体である。
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【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１４４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１４４】
　合成した上記材料の２９Ｓｉ ＭＡＳ ＮＭＲスペクトルをBruker AMX300スペクトロメ
ーター（７．０Ｔ）で記録した。４０００スキャンを６０秒のリサイクル遅延で積算した
。サンプルは４ｍｍジルコニアローターでパックした。ローターの回転周波数は５０００
Ｈｚであった。テトラメチルシランをシフト参照のために使用した。Ｑ３およびＱ４シリ
カ種は、それぞれ－９９および－１０９ｐｐｍにおいてブロードピークとして観測され、
Ｑ３／Ｑ４比は０．５９であり、このＣＯＫ－１２材料のシリカ壁が高度に凝集している
ことを暗示していることがわかった。この値は、ＳＢＡ－１５サンプル（Zhao et al., J
. Am. Chem. Soc., 1998, Vol 120, No. 24, p6024）のＱ３／Ｑ４比（０．７８）と比較
することができる。
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